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フェリックス・ガタリのサブジェクティビティの概念を手掛かりに、現代に適した芸術のフォルム（形態）

と広告コミュニケーションについて考察した。現代の人びとと社会のスキゾ的状況においては、芸術的

プラクティス及びプラクティス型広告コミュニケーションは現代に適したフォルム（形態）だと考えられる。 

【キーワード】 芸術的プラクティス プラクティス型広告コミュニケーション スペクテイター アクター  

ガタリ 関係性の美学 

 

Ⅰ．1960 年代以降の社会状況と人びとの変容について 

 1960 年代、消費社会が進展し、マスメディア（TV, ラジオ, 新聞, 雑誌）が隆盛した。人びと

はマスメディアを通じて情報を享受したが、受動的なスペクテイターであった。ギー・ドゥボ

ールは、スペクタクルを受動的に消費するのではなく、現実の状況を積極的に作り出すことを

呼びかけ、『スペクタクルの社会』を発表した(ドゥボール, 2003)。1970 年代、石油危機（1973, 

1979）により大量消費社会が転換を求められ始める。1980 年代、新たなメディアが普及し始め、

1984 年にはアップルのテレビ CM「1984」が放映された。1990 年代は、ポスト消費社会への移

行がはじまり、環境問題などに対する人びとの意識が高まった。またインターネット・コミュ

ニケーションによる双方向コミュニケーションが拡大した。2000 年代、スマートフォンの登場

や各種 SNS の登場により、メディアの多様化が進んだ。 

  2010 年代以降、ポスト消費社会はさらに進展し、マネー資本主義が拡大し続けている。また、

メディアの多様化も続いており、現代の人びとは複数のメディア、SNS、アカウントを使いこ

なす能動的アクターである。一つの職業的属性が個人のアイデンティティを決定するわけでも

ない。SNS 等により能動的なアクターとして情報発信する人びとがつくりあげるつながりはリ

ゾーム状であり、世界規模で人びとが連帯することも少なくない。一方で、SNS 等によりつく

り出すフィルター・バブルは、世界各地で人種や経済格差や信条等による社会の分断を深刻化

させてもいる。 

 

Ⅱ．ニコラ・ブリオーとフェリックス・ガタリ、及び芸術的プラクティスについて 
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 ニコラ・ブリオーは『関係性の美学』で 1990 年代の芸術的プラクティスに注目し、リレー

ショナル・アートと名付けた。リレーショナル・アートでは、展示の場が他者との遭遇（作品

と観者、観者と観者、観者とアーティスト、あるいは作品と人びとと社会）の場である。その

空間はミクロユートピアであり、コンヴィヴィアリティ（友好、共生、共存）の場であり、他

者の関与により作品は変化し続ける。1990 年代、アーティストは人びとの参加や関与を含む

プログラムとして作品を設計し、人びとをスペクテイターの立場から解放していた。 

 『関係性の美学』には「美的なパラダイム／フェリックス・ガタリと芸術」と題された論考

が掲載されている。ブリオーはガタリの思索や活動に注目し、subjectivity（主体感・主観性）

の概念やエコゾフィー（自然と社会と精神をサブジェクィビティ横断的にとらえる哲学）や

「美的なパラダイム」について述べつつ、それをファイン・アート分野に応用した。ガタリは

『アンチ・オイディプス』などのジル・ドゥルーズとの共著や、ジャン・ウリとのラボルド精

神病院での制度的精神療法の実践、「緑の党」での政治活動など、多分野を横断的に活動し続

けて多くの人びととの協働をすることが多かった人物であるが、ガタリの基本は精神分析学に

あり、サブジェクティビティの概念はその中心となるものである。  

 精神分析学はある面では思索の枠組みである。デカルトの「われ思うゆえにわれあり」以

来、「われ」の存在は諸科学の基盤である。その「われ」が「無意識」に支配されているとし

たのがフロイトの精神分析であり、その概念は物心二元論で進化してきた近代社会に衝撃を与

えた。デカルトの「われ」もフロイトの「無意識」も思索のための枠組み、パラダイムであ

る。ガタリによるサブジェクティビティの概念も「われ」についての一つの捉え方である。ガ

タリはフロイト的手法を批判した。フロイト的手法は、個人の幼少期の父母との関係性が個人

の無意識に大きく影響すると考え、個人的・集合的過去に注目した。一方、ガタリは、変えよ

うのない過去ではなく現在と未来に注目した。個人的にしろ、集団的にしろ、サブジェクティ

ビティは、変えようのない本質ではなく、構築されつづけるものであるとした。その本質は内

にあるのではなく他のものと接する周縁にあり、環境や歴史や社会的な仕組みなどとの接触の

中でつくり出され、ポリフォニー（多声混交）となっている。逸脱のベクトルや横断性により

サブジェクティビティは脱領土化され、他者との遭遇により再領土化される。脱領土化と再領

土化によりアジャンスマン（動的編成、仕組み）が形成される(村澤他, 2022)。 

 現代、人びとは複数のメディアやアカウントを使いこなす能動的アクターであり、社会は経

済格差や人種や信条等により分断が進んでいる。個人のレベルでも社会のレベルでもサブジェ

クティビティはスキゾ的傾向にあると言える。ガタリのサブジェクティビティの概念はスキゾ

フレニアの研究を通じて成立したものである。サブジェクティビティの概念やラボルド病院で

の制度的精神療法は現代に有効な示唆を持つと言えるだろう。 

  ラボルド病院で行われた制度的精神療法とは、医者やスタッフや訪問者や患者との間で役割

を固定化させることなく、開かれた空間で創造的な協働作業（絵画や園芸や陶芸、自由ラジオ

の実験や演劇など）を行うものであり(上野, 2016)、ある活動や他者との遭遇により患者の意

識が統合されるということが起こる。ガタリは「美的なパラダイム」により、多様なものが遭
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遇することで発生する異種混交による突然変異に期待していた。ガタリは「人間活動の唯一の

容認出来る最高目標は、世界との関係性で絶え間なく自らを豊かにし続けるようなサブジェク

ティビティをつくり出すことである」(Guattari, 2006／ガタリ, 2004)とする。そして、精神分析

学と芸術は「サブジェクティビティがつくり出す二種類のものであり、相互につながってい

る」(Bourriaud, 2002)もので、「サブジェクティビティの二つのオペレーショナル・システム」

(Bourriaud, 2002)であるとした。ガタリは、特異性（singularity）を備えたサブジェクティビテ

ィをつくり出すようなものとして、芸術の重要性を示唆したのである。 

 20 世紀初頭にはフロイトの無意識の発見の影響からシュールレアリスムが生まれたが、20

世紀末にガタリの思索や活動を参照してブリオーは「オペレーショナル・リアリズム」という

語を生み出した。ブリオーによれば、オペレーショナル・リアリズムとは「美的な仕組みや工

夫の中での機能的な領域の表現。作品は機能的なモデルを提案する」(Bourriaud, 2002)もので

あり、それは芸術的プラクティスの理論である。 

スキゾ的傾向を持つ現代の人びとや社会の状況においては、ガタリのサブジェクティビティ

の概念を参照したブリオーのオペレーショナル・リアリズムは有効だと言える。人びとの関与

や参加を含む芸術的プラクティスは現代に適したファイン・アートのフォルム（形態）だと言

えるだろう。 

 ブリオーの『関係性の美学』以降、芸術的プラクティスは社会との関与を深める方向で多様

化し、世界各地で開催される国際芸術祭では近年、出展のほぼ全てが芸術的プラクティスの場

合もある。芸術的プラクティスは芸術の現代的フォルム（形態）であり、アーティストやアー

ト・コレクティブと人びとが共創するプラットフォームとなっており、芸術的プラクティスで

は、豊かなサブジェクティビティが形成されている。なお、芸術的プラクティスにおいては、

オーサーシップ（作家性・著作者としての自覚）についての議論が生じている。コミュニティ

や人びとと協働するアーティストやアート・コレクティブの中にはオーサーシップに「道義的

嫌悪感」を抱くものもある(山本, 2019)。オーサーシップを主張することは、協働したコミュニ

ティや人びとの存在を手段として利用したことになる可能性は否定できない。つまり、アーテ

ィストが人びとを搾取する構造が存在する。 

 

Ⅲ．プラクティス型広告コミュニケーションについて 

広告クリエイティブに関わる人びとは、ファイン・アートの高等教育を受けていることも多

く、芸術的プラクティスの拡大は、広告クリエイティブにも影響を与えていると考えられる。

実際、国際的なクリエイティブ・アワードでは、優れたプラクティス型広告コミュニケーショ

ンが少なくない。具体的事例としては、パラオ・レガシー・プロジェクト《パラオ誓約 Palau 

Pledge》, SK-Ⅱ《婚活マーケットを乗っ取ろう Marriage Market Takeover》, ラッドバイブル＆プ

ラスチック・オーシャン《ゴミ諸島 Trash Isles》, ケイシー・ハウス《食事をして、偏見をぶ

ち壊せ Break Bread Smash Stigma》などがある。 

 ファイン・アート分野では、芸術的プラクティスのオーサーシップに関する葛藤が発生して
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いるが、プラクティス型広告コミュニケーションにおいては、オーサーシップに関する葛藤が

発生する可能性は少ない。オーサーシップの観点からすれば、広告コミュニケーションは芸術

的プラクティスの場として適していると言えるのではないかと思われる。そして、ファイン・

アートの芸術的プラクティスの試みよりもプラクティス型コミュニケーションの試みはより多

くの人びとに共有される可能性が高い。 

 広告コミュニケーションは人びとへと情報を運ぶメディアであるが、プラクティス型広告コ

ミュニケーションは、人びとが表現力を発揮する場として機能する場、つまりそれ自体が人び

との集うプラットフォーム、人びとがアクターとして関与するメディアとなっている。プラク

ティス型広告コミュニケーションは、現代の社会状況に適した広告コミュニケーションのフォ

ルム（形態）だと言える。 

海外の事例では NGO や NPO 及び行政機関の広告コミュニケーションで優れたプラクティス

型のものが多く見られる。日本では、そうした機関の広告を AC ジャパンが担っていることが

多いが、テレビ CM、ラジオ CM といった視聴覚型で定型化されている。日本では芸術的プラ

クティスと類似したプラクティス型広告コミュニケーションの表現は少ないが、人びとの参加
と関与を含んでいる広告コミュニケーションとして、JR 九州新幹線《祝！九州》, 《注文を間
違える料理店》, パンテーン《#PrideHair キャンペーン》, ソフィ《#NoBagForMe プロジェク
ト》などがあり、「注文を間違える料理店」は注目に値する。これは、認知症の人びとが注文

を取るスタッフとして働くポップアップレストランで、注文とは違う料理が運ばれてきても「そ

んな間違えを受け入れて、間違えることをむしろ楽しみましょう」(小国, 2017)というコンセプ

トで運営された。「拘束」や「閉じ込め」といった従来型の介護を変えようとするグループホー

ムを取材したテレビ局ディレクターが様々な分野の専門家と協働して実現した。2017 年に東京

で開催され、その後、北海道、福島県などで開催された。「注文をまちがえる料理店」の空間は、

コンヴィヴィアリティ（社交性・共生・共存）の空間であり、ミクロユートピアである点から

すれば、リレーショナル・アートに近い。また、ラボルト病院の制度的精神療法にも類似して

いる。認知症の人びとのサブジェクティビティが脱領土化され、他者と接することで再領土化

されている。来店した客の人びとも同様である。認知症の人びとへの通常の介護からは逸脱す

るベクトルと横断的に関わった様々な業種の専門家のベクトル、来店した客の人びとのベクト

ルが交わって、新たなアジャンスマンが形成されている。このプロジェクトは医療的効果があ

るかどうかはわからないが、少なくとも認知症に対する一般的認識を変化させる。このプロジ

ェクトに関してオーサーシップを主張する立場の人はいない。 

 

Ⅳ．考察 

芸術的プラクティスが現代に適したファイン・アートのフォルム（形態）であると同様に、

プラクティス型広告コミュニケーションも現代に適した広告コミュニケーションの形態だと考

えられる。テレビ CM やラジオ CM などの視聴覚表現が完成形態になる場合でも、プラクティ

ス型広告コミュニケーションは可能である。現代、人びとは SNS などを通じてアクターとして
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能動的に情報発信するが、そうした人びとの表現力は日本の広告コミュニケーションにおいて

は、情報拡散の手段として利用される場合が多い。しかし、人びとの表現力を単に情報拡散の

手段として利用しようとすることは、クリエイティブ関係者や広告主が人びととの間に信頼関

係を築くことに資するだろうか。人びとの信頼を得ることは、広告コミュニケーションを成功

に導き、クリエイティブ業界に対する社会的評価をも高めることにもなるだろう。人びとの能

動的な表現力を単に手段として利用し搾取するようなことは、広告コミュニケーションにおい

ては避けることが望ましい。広告コミュニケーション自体が、人びとが能動的に表現力を発揮

できるプラットフォーム（あるいはメディア）となるなら、人びとの表現力を手段として利用

し搾取する可能性は低くなる。 

かつての消費社会のように広告表現が「幸せづくりの潤滑油」(巽, 2000)として機能すること

は、多くの社会課題を抱えている現代のポスト消費社会においては、難しいとも考えられるが、

広告コミュニケーションが社会を少しでも良い方向へと動かすことは可能である。プラクティ

ス型広告コミュニケーションはそれに適した形態であり、現代の人びとと社会のスキゾ的状況

にも適した形態である。プラクティス型広告コミュニケーションが持続可能なプロジェクトと

して行われ、そのサブジェクティビティが継続的に豊かに形成され続けることは、「SDGｓウォ

ッシュ」と呼ばれるような偽善性を回避することにつながり、広告主と人びとの間の信頼関係

を築き、クリエイティブ業界に対する社会的評価も向上させると考えられる。 
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